
日本産サヤミドロ属(4 ) 

山岸高旺*・斎藤英三**

T. YAMAGlSHI血.dE. SAITO: Gen凶 Oedogoniumin ja戸n(4) 

日本産のサヤミドロ属 ωd叩'Onimについては先に山岸(本誌10:1-

8 ， 39-45， 1962; 11 : 17-23， 1964)によって30種が報告され，また，長

野県の霧ヶ峯〈日大農獣医教養紀要 1: 26-34， 1965)から報告されたサヤ

ミドロ科の中にも日本新産種としてω由伊niuminversum WITTROCK， Oe. 

manschuricum SKVORTZOW， Oe. tithothorae WITTROCK，ω. rufesce間

WITTROCK， Oe. santurcens TIFF ANYなどの 5種が含まれている。

その後，筆者等は圏内各地から採集した材料について検討を続けてきたが

日本新産と考えられるものが多数に同定されたので，今まで山岸(前記)の報

告に引き続いてそれらの種についての観察事項を記すことにしたU、。

今回は10種について述べ，以下順次報告する予定である。なお，今回報告

する種について原記載，及び従来の報告においても明らかにされていなかった

諸形質のうち，筆者等の材料によって新たに確認することができたものは下線

を付して記した。(日本産のサヤミドロ属としては前記山岸によって今までに

計35種が報告されているので，ここでは話番目から始める。また，採集地の次

に記した番号は筆者等の標本番号である。〉

36. Oed印刷iumcapillare (Linnaeus) KUTZING 

(Pl. 1， f. 1， 3-4， Pl. 3， f. 5-6) 

KUTZING in Phyc. Gen. 255， PI. 12， f. 1I， 1-10 (1843);印刷 inActa 

おc.Sci. Fenn. 27: 112， PI. 11. f. 58 (1900); TIFFANY in仇 dog.Monog. 80， 

PI. 18， f. 164， 165 (1930);一一一一一 inN. Amer. Fl. 11 (1): 35， Pl. 11， f. 

151， 152 (1937); Pres∞tt in AIgae of the Westem Gr国 tLake:s Area 167， 
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8 議類第16巻 第1号昭和43年4月

Pl. 43， f. 13， 14 (1951); GAUTHIER-LI色VREin Nova Hedwigia 7: 305， 

Pl. 44， f. 71 c-g (1964). 

Syn. Conferva capillare LINNAEUS in Sp. PI. 1166 (1755). 

雌雄異株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形， 35-弱 X35-120μ。先端

細胞は短尖頭ないし鈍頭，基部細胞は円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵器は

1個で直径がほとんど糸状体細胞のそれと等しし円筒形， 40-60 x 45-75.μ。

関口は円孔で上位。卵胞子は球形ないし円筒状球形，または卵形でその長径は

生卵器よりも短かく， 30-52 x 35-65.μ。卵胞子膜は平滑。造精器は 1-4個，

30-48 x 5 -10.μ。精子は2個で分裂は水平。

採集地:千葉県浦安 (no.6016)。日本新産。

この種はサヤミドロ属の藻類としては ConfervacaPillare LINNAEUS 

(Sp. Plantarum， 1心〉として最も古くから知られているものの 1つで，ヨー

ロッパ，アフリカ，北アメリカなど世界各地から広〈報告されている。

ザヤミドロ属の生卵器は糸状体細胞に比べて著しく膨大するのが普通であ

るが，この種の生卵器は割合小さしその直径は糸状体細胞の直径とほぼ同じ

か，または僅かに大きい程度である。このことは本種の特徴の 1つとされてい

る。

本種には品種として f.stagnale (KtiTZING; WITTROCK) HIRN (Acta 

おc.Sci. Fenn. 27: 113， Pl. 10， f. 57， 1900)が報告されている。両者は主

として卵胞子の形態のちがいによって区別されているが，もともと本種の卵胞

子は球形ないし円筒状球形，または卵形でその形態は非常に変化し易<，し

かも，それらはいずれも同じ糸状体の上にさえも観察される (Pl.1， f. 1)。

また，最近筆者等は WITTROCK等のAlgae取 si∞ataeに f.stagnale 

(Exsic. no. 1219)として収められている材料を検討してみたが〈日大農獣医

教養紀要2: 66一白， 1966) ，その中で f.stl噌加leの卵胞子の形態が基本

種の記載と共通するものも少なくないことを指摘した。その材料においても卵

胞子はほぼ円筒形ないし球形または卵形と変化し易<，今回筆者等が基本種と

同定した上記の材料と同様に，やはり同じ糸状体上に各種の形の卵胞子が観察

された (PI.1，f.2 前記 P.68， P1.1， f. 6-7)。これらのことからみる

と， f. stag:鰍ueは基本種に含ませてよいとも考えられるものである。

37. Oedogonium cymat，ωttorum WITTROCK & NORBSTEDT 

(P1. 2， f. 3， Pl. 3， f. 1-2) 

ex WITTROCK in Oefv. Sv. Vet.-Akad. Forh. 27: 121 '(1870); HIRN 
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山岸・斎藤日本産サヤミドロ属 (4) 9 

in Acta S∞. Sci. Fenn. 27: 80， Pl. 2， f， 13 (1900); TIFFANY in Oedog. 

Monog. 67， Pl. 12， f. 112， 113 (1930);一一一一 inN. Amer. Fl.~l1(1): 

29， Pl. 8， f. 85 (1937); GAUTHIER-LIEVREIR Nova Hedwigia 7: 304， Pl. 

41. f. 70 (1964). 

Syn. Oedogonium mag:仰 esiiHIRN in Acta S∞. Faun. Fl. Fenn. 11: 

21 (1895). 

雌雄同株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形， 8 -lQx32-70μ。生卵

器は 1-(2)個でほぼ扇球形， 30-40 x 27 -40μ。開口は円孔で大きし中位。

卵胞子は扇球形で生卵器より小さし 27-35x22-33μ。卵胞子膜は3層より

成り，外層は平滑で透明，中層は小さい凹み模様があり，内層は透明。造精

器は 1-4個でほぼ生卵器の下方または上方，あるいは散在し， 7-lQx9-

15μ。精子は 1個。

採集地:和歌山県粉河 (No.4250)。日本新産。

この種は Oedogoniummagnusii WITTROCK (Nova Acta Soc. Sci. 

Up回 1.1lI. 9: 28， 1874)に類似しているが，雌雄同株であること，生卵器が

Oe. magnusiiより大きく，卵胞子が生卵器にーぱいにならないこと，及び糸

状細胞が長いことなどの諸点から区別されている。

38. Oedogonium dec砂ensWITTROCK 

(Pl. 1， f. 5-6， P1. 3， f. 3-4) 

WITTROCK in Oefv. Sv. Vet.-Akad. Forh. 27: 126 (1870); HIRN in 

Acta S∞. Sci. Fenn. 27: 266， P1. 46， f. 283， 284 (1900); TIFFANY in 

白 dog.Monog. 145， Pl. 55， f. 520 (1930);一一一-in N. Amer. F1. 11 (1): 
68， Pl. 24， f. 383 (1937); PRESCOTT in Algae of the Westem Great Lakes 

Area 205， P1. 42， f. 13， 14 (1951); GAUTHIER-LIEVRE in Nova Hedwigia 

7: 453， P1. 100， f. 164 a-c (1964). 

雌雄異株，倭雄体性，同株雄性胞子性。糸状体細胞は上端部に膨らみ

(capitellate)のある円筒形， 8 -14 x 20-80μ。生卵器は 1"'3個で扇球形，

28-38x 23-40μ。開口は裂聞で中位で明瞭である。卵胞子はほぼ扇球形で生

卵器とほぼ同大， 23-34x21-30μ。卵胞子膜は平滑。雄性胞子彊は 1-6個

で生卵器のほほ上方または下方，あるいは散在し， 8-lQx 6 -15μ。嬢雄体

は単細胞で生卵器上に付着し， 5 -7 x 11-15μ。

採集地:本歌山県粉河 (No.4250)日本新産。

上記の場所から得られた材料は従来報告されているものに比べて若干小さ
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10 藻類第16巻 第1号昭和43年4月

いが，糸状体細胞の上端部に膨らみのあることや嬢雄体性で生卵器の裂聞が中

位であることなどの点でこの種の特徴をよく示している。この種と類似するも

のとしては oeぬ'lIoniumlognicolle NORDSTEDT; HIRN (Ac同Soc.Sci. 

F凹 n.27: 263， P1. 45， f， 278， 1900)， 08. rothii (Le Clerc) PRINGS-

HEIM; HIRN (1. c. 265， P1. 45， f. 282)が記載されているが，前者は本種

藻体が小さし後者は糸状体細胞の上端部に膨らみのみられないことなどから

区別されている。

39.ω&駒 倒fum1000tevire悶 WITTROCK

(P1. 2， f. 9-14， PI. .3， f. 17-20) 

ex ZELLER in Vidensk. Medde1. 1876: 427 (1877); HIRN in Acta S∞. 
Sci. Fenn.2.7: 239， P1. 40， f. 247 (1900); TIFFANY in Oedog. Monog. 

150， P1. 57， f. 558 (1930);一一一一 inN. Arn民 F1. 11(1): 70， Pl. 25， 

f. 403 (1937). 

雌雄異株，嬢雄体性，異株雄性胞子性。糸状体細胞は円筒形， 12-14x 12 

-32μ。先端細胞は鈍頭，基部細胞は円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵器は

1-3個でほぼ倒卵形ないし球形， 28-34X30-36μ。開口は裂闘で上位。卵

胞子は球形，またはほぼ扇球形で生卵器とほぼ同大， 28-32x27-29μ。卵胞子

膜は平滑。雄性胞子襲は 1-2個で雄性胞子体〈組合国.porophyte)の細胞聞

に散在し， 9-12X 8-13μ 。嬢雄体は生卵器上に付着する。蟻雄体柄細胞は

わん曲し， 7 -lQx 17-21μ。造精器は 1-2盟j固で外生的， 6-8x5-7

μ。精子は2個で分裂は水平。

採集地:福井県河和田 (No.0350) ;東京都葛西新田 (No.6342)。日本

新産。

本種はその形態が ω&朋mium11飾 rand:均・'um WITTROCK (仇fv.Sv. 

Vet.-Akad. Forh. 27: 130， 1870)に類似しているが，それよりも小さいこと

から区別されている。嬢雄体性であるが，雄性胞子轟については原記載，及び

従来の報告に記載されていないので，筆者等の材料について特に注意してみた

ところ，雄性胞子麗を見出すことができ，異株雄性胞子性であることが認めら

れた (Pl.2 ， f. 14)。

なお，従来の報告にはこの種の糸状体の先端細胞と基部細胞の形質，及び

精子の数や分裂法についても記載されていなかったが，この材料によって上記

の諸形質を確認することができた。
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山岸・斎藤: 日本産サヤミドロ属 (4) 

40.ω山由niummonile BERKELEY & HARVEY 

(Pl. 2， f. 4-8， PI， 3， f. 7-8) 

11 

ex HARVEY in H∞，ker Flora Tasmar昔前 7:342 (18!i9); WITTROCK加

Nova Acta S∞. Sci. U~泡l. m. 9: 40 (1874); HIRN in Acta動c.Sci. Fenn. 

27: 229， Pl. 38， 39， f. 235 (1900); TIFFANY in Oedog. Monog. 154， PI. 

58， f.鴎4，邸5(1930);一一一-in N. Amer.町.11(1): 69， PI. 25， f. 

393，羽4(193η; PRESCOTT in Algae of出eW，回旬mG陀 atL油田Area206 

(1951); GAUTHIER-LI主VREin Nova Hedwigia 7: 445， PI. 92， f. 152 g-h 

(19臼).

雌雄異株，嬢雄体性，同株雄性胞子性。糸状体細胞は円筒形でときに上端

部に膨らみがみられ， 9 -15x50-160μ。先端細胞は鈍頭，基部細胞は円筒形

で仮根状の突起をもっ。生卵器は 1-8個，ほほ卵形，またはほぼ球形でしば

しば糸状体の先端部にも生じ， 30-39x30-56μ。開口は裂聞でその巾は広<， 

上位。生卵器支持細胞は膨大し， 21-29x40-57 p。卵胞子は球形，またはほ

ぼ球形で生卵器とほぼ同大， 28-38x28-38p。卵胞子膜は 3層より成り，外

層は透明で平滑，中層は小さな凹み模様があり，内層は平滑。雄性胞子嚢は

1-4個で生卵器のほほ上方に生じ， 6-IQX 5 -15p。嬢雄体はややわん曲

して支持細胞上に付着する。嬢雄体柄細胞は9X25p。造精器は外生的で 7x

7μ。
採集地:埼玉県秩父長瀞 (No.1698)。日本新産。

この種は世界各地からの報告が多いものの 1つであるが，雄性胞子嚢につ

いては原記載にも記載されていないし，また，従来の報告の中にも観察記録は

ない。そのために同株雄性胞子性か，異株雄性胞子性かが明らかにされていな

かったが，この材料によって同株雄性胞子性であることが確認できた (Pl.2，

f. 6)。なお，生卵器が比較的多数連続して生ずることはこの種の特徴の 1と

つなっている。

41.ωd耶mium縦 Jdul，ωumWITTROCK 

(PI. 2， f. 20-23， PI. 3， f. 14-16) 

WITTROCK泊 Bih.Sv. Vet.-，他ad.Handl. 1:担 (1872);HIRN泊

Acta S∞. Sci. Fenn. 27: 187， PI. 29， f. 184 (1900); TIFFANY in 0回log.

Monog. 108， Pl. 39， f. 374， 375 (1930);一一一一 inN. Amer. FI. 11(1): 

74， Pl. 23， f. 370， 371 (1937); PRE~COTT in Algae of曲eW，回:em

Gr回tL池田 Arl国 192(1951). 
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12 普菜類第16巻 第1号昭和43年4月

雌雄同株，大型精子体性。糸状体細胞は側面の 2個所にくびれのある

(nodu加 e)円筒形， 20-29 x 30-40μ。先端細胞は鈍頭，基部細胞はくびれ

がなく，円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵器は 1-2個で倒卵形，ないし球

形， 48-57 x 56-73μ。関口は裂聞で上位。卵胞子は球形，またはほぼ球形で

生卵器とほぼ同大， 46-53 x 49-56μ。卵胞子膜は平滑。造精器は 1-3個で

生卵器のほほ上方，または下方に生じ， 18-25x 7-9μ。精子は2個で分裂

は水平。

採集地:神奈川県茅ケ崎 (No.7306)。日本新産。

この種の糸状体細胞は側面観では細胞壁が2個所でくびれて中央部に癌状

に突起した (nodul<慨〉特殊な形態をしているもので (PI.2 ， f. 20) ，この種

と全く同じ糸状体細胞をもつものとしては ωdogoniumcommune (HIRN) 

TIFFANY (Ohio Jour. Sci. 34: 323， 19担〉が知られている。これらの2種は

糸状体細胞の形態の他に生卵器や造精器の形態も全〈同じで ，Oe. commune 

の藻体が本種よりも約1.3倍ほど大きい点が異なるだけである。この点，HOFF-

lVlAN (Amer Jo肌13ot.52 (2): 173-181， 1965)や ωOK(Trans. Amer. 

Mぽ 1侶 cop.Soc. 81: 384-395， 1962)等の報告と関連して Oe.communeは

本種の diplontとも考えられるものであるが，これについては更に検討してみ

たい。

なお，本邦から東〈岡村著日本藻類名嚢2版 301， 1916)，岡田〈日本隠花

植物図鑑 104-109， 1939)の両氏によって，更に最近は山岸〈本誌10:39-45， 

1962)によって圏内各地から報告されている Oe.undulatum (BREBIS~ON) 

AL. BRAUNの糸状体細胞もこの種のものによく似ているが，細胞壁のくびれ

が多< nodulo記とu、うより，その名の如〈波状である点が異なるし，更にそ

れは嬢雄体性である。

42. Oedogonium platygynum WITTROCK 

(PI. 2， f. 1-2， Pl. 3， f. 11-12) 

WITTROCK in Bot. Notiser 1872: 1 (1872);一一一一inNova Acta批.

Upsal. m. 9: 17， Pl. 1， f. 5-9 (1874); HIRN in Acta S∞. Sci. Fenn. 27: 
276， Pl. 47， f. 301， 302 (1900); TIFFANY in Oedog. Monog. 143， PI. 56， 

f. 544 (1930);一一一一 inN. Amer. Fl. 11(1): 79， Pl. 27， f. 432 (1937); 

GAUTHIER-LIEVRE in Nova Hedwigia 7: 464， PI. 101， f. 169 a-b (1964). 

Syn. Oedogonium platygynum f. 11ωg附 W.WEST in Jour. Linn. Soc. 

29: 109 (1892); Oedogonium platygynum var. osilioe SKU]A in Acta 
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Horti Univ. Latv. 4: 34 (1930). 

t唯雄異株，嬢雄体性，同株及び異株雄性胞子性。糸状体細胞は上端部に膨

らみのある円筒形， 5 -11 x 14-50μ。先端細胞は鈍頭，基部細胞は円筒形で仮

恨状の突起をもっ。生卵器はしばしば糸状体の先端部に生じ 1-2個で扇倒

卵形， 19-30 x 16-24μ。償u壁の中央部には周囲をとり巻いて 7-12個の円い

突起がならんでいる。開口は裂開で中下位。卵胞子はほぼ扇球形で生卵器より

も小さく， 15-24 x 12-20μ。卵胞子膜は平滑で禍色。雄性胞子襲は 1-3個，

6-8X7-8μ。種雄体は単細胞で生卵器上に付着し， 4 -6 x 8 -12p。

採集地:和歌山県粉河 (No.4250)。日本新産。

この種の生卵器は上記の如く側壁に突起があるために，全体としてカボチャ型

(珂ush-like) をした特異な形質をもってu、る。また，本種は嬢雄体性として

記載されているが，嬢雄体についての観察記録は前記の諸文献でも極めて少な

い。これは嬢雄体が離れやすいのか，または極めて小型であるために見落したも

のであるかのどちらかであろうと思われる。よく注意して精しくしらべてみた

が，今回の材料ではみられなかった。しかし，先に筆者等が点検した Wittrock

等のAlgaeExsiccataeの中に収められている材料では明らかに観察された

(日大農獣医教養紀要2: 66-82， 1966)から嬢雄体性であることはまちがu、

ない。

43. Oedo~ωzium trz.ngsheimii CRAMEI~ 

(Pl. 1， f， 7， Pl. 3， f. 21) 

CRAMER in Hedwigia 2: 17 (1859); WITTROCK in Nova Acta S田.Sci. 

Upsal. ill. 9: 33， Pl. 1， f. 16， 17 (1874); HIRN in Acta S∞. Sci. Fenn. 

27: 170， Pl. 27， f. 155 (1900); TIFFANY in Oedog. Monog. 107， Pl. 35， 

f. 325， 326， (1930);一一一一 inN， Amer. Fl. 11 (1): 50， PI. 21， f. 312， 

313 (1937); Pr田cottin Algae of the Western Great Lakes Area 187， Pl. 

36， f. 1-3 (1951); GAUTHIER-LIEVRE in Nova Hedwigia 7: 408， Pl. 83， 

f. 139 a-g (1964). 

Syn. Oedogonium pringsheimii var. nordstedtii f. pachydermato-

sporum HIRN in Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 173， Pl. 27， f. 160 (1900). 

雌雄異株，大型精子体性。糸状体細胞は円筒形， 12-20x24-1Q0μ。先

端細胞は短尖頭，または鈍頭，基部細胞は円筒形で仮根状の突起をもっ。生卵

器は 1-6個でほぼ卵形ないし球形， 35-43 x 36-46μ。開口は裂閲で上位。

卵胞子は球形で生卵捺とほぼ同大， 30-37 x 30-37μ。卵胞子膜は平滑で葉樹
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14 藻類第16巻 第1号昭和43年4月

色，ときに肥厚する。

採集地:埼玉県秩父長瀞 (No.7008)。日本新産。

この材料には雄株を見つけることができなかったが，雌雄異株，大型精子

体性であることはほぼ間違いないと思われる。この種は先に山岸〈本誌11:

17-23，1963)によって報告された ω'dogoniumabbrevia抑制 (HIRN)TIF・

FANYに類似しているが，それよりも若干大きしまた仇.welwitschii W. 

& G. WEST (Jour. Bot. 35: 5， 1897)よりは糸状体細胞の巾がせまくて生卵

器も小さい点などから区別されている。世界各地からの報告もかなり多い種の

1つでもある。

44. Oedo.駒 niumuleanum HIRN 

(PI. 2， f. 15-19， PI. 3， f. 13) 

HIRN in Acta S∞. Sci. Fenn. 27: 311， PI. 48， f. 308 (1900); TIF-

FANY in Oedog. Monog. 170， Pl. 55， f. 529 (1930). 

雌雄異株，嬢雄体性，同株雄性胞子?，糸状体細胞は円筒形， 8 -lOx40 

-80μ。生卵器は 1-2個で扇平な洋梨型， 23-29x24-39μ。側壁の中央部

にはひだがあり 7-9本の縦軸に沿った肋線を有する。開口は裂開で中下

位。卵胞子は球形またはほぼ球形で生卵器よりも小さく， 18-22 x 18-25μ。

卵胞子膜は平滑。嬢雄体は単細胞で長楕円形， 4-5x7-8μ。生卵器上に

付着する。

採集地:長野県上諏訪 (No.4389)。日本新産。

この種も側壁にひだのある生卵器を有する点で前述の Oedogo仰rum

platyg)抑制nWITTROCK (1. c.)に似ているが，本種では糸状体細胞の上端部

に膨らみがみられないし，また，生卵器の形態も側面観では若干異なることな

どから区別し得る。この種の原記載には雄性胞子嚢についての形質は記載され

ていなv、。筆者等の材料について詳細に観察したが，やはり雄性胞子麗は確認

できなかった。しかし，雌株の先端にそれらしきものをもつもの (PI.2 ， f. 

15)がみられたことから，この種は同株雄性胞子性?と考えられる。今まで報

告された記録も極めて少ない稀産種のようである。

45. Oedo/II仰 iumwolleanum WITTROCK 

(Pl. 1， f. 8-10， Pl. 3， f. 9-10) 

WITTROCK in Bo仁 Nc川町 1878:137 (1878): HIRN in Acta Soc. Sci. 

Fe叩 .27: 220， Pl. 37， f. 226 (1900); TIFFANY in仇dog.Monog. 135， Pl. 

50， f. 479， 480 (1930);一一一一 inN. Amer. FI. 11 (1): 62， Pl. 36， f. 

-14ー
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549， 550. (1937); PRE~COTT in Algae of the W，田temGrl回 tLakes Ar回

20.0.， PI. 35， f. 12， 13 (1951); GAUTHIER-LIEVRE in Nova Hedwigia 7: 

353， PI. 64， f. 10.4 A-C (1964). 

雌雄異株，嬢雄体性，同株または異株雄性胞子性。糸状体細胞は円筒形，

21-3o.x 65-235μ。先端細胞は短尖頭，または鈍頭，基部細胞は円筒形で仮

根状の突起をもっ。生卵器は ]-4個でほぼ倒卵形，または角ばった楕円形，

58-68x 69-89 J.l。生卵器壁の内側に縦軸に沿った線形の突起がある。関口は

円孔で上位。卵胞子は生卵器と同形で同大， 56-66x65-邸 p。卵胞子膜外層

に25-30.本の縦軸に沿った肋線がある。内層は平滑。雄性胞子嚢は 1-3個で

生卵器のほぼ上方に生じ， 21-30. x 18-25μ。倭雄体は支持細胞上に付着す

る。優雄体柄細胞はわずかにわん曲し， 15-24 x 54-60.μ。造精器は 1-3個

で外生的， 9 -14x 7-11μ。生卵器支持細胞は膨大し， 45-56 x 68-110.μ。

採集地:神奈川県茅ケ崎 (No.730.的。日本新産。

この材料の卵胞子膜外層の肋線、の数については基本種よりも var.con-

cinnum HIRN (Acta Soc. Sci. Fenn. 27: 222， PI. 37， f. 228， 190.0.)とし

て報告されているものに近い。 ω'dogoniumcyathigerum WITTROCK (白fv.

Sv. Vet. Akad. Fi¥rh. 27: 131， PI. 1， f. 6， 7， 1870.)とは媛雄体の形態が

明らかに異なっており，また，()e. michiganense TIFFANY (Bot. Gaz. 83: 

20.2-20.6， PI. 9， f. 1-12， 1927)からは糸状体細胞の巾が広<，上端部に膨ら

みがみられないことや，生卵器の開口が円孔である点などで区別されている。

(付記:山岸〈本誌12:7 -8 ， 1964)は先にサヤミドロ科各属の分類学上

の標徴を示す術語の訳語について提唱したが，それに追加したい。

サヤミドロ属の媛雄体性 Nannandrousのものには雄性胞子襲が生卵器と

同一糸状体に生ずる同株雄性胞子性 Gyn組合国porousのものと，生卵器を生

ずる糸状体とは別の糸状体上に形成される異株雄性胞子性 Idioandr，田porous

のものとがある。前者では生卵器を生ずる「雌性糸状体 femaleplantJに雄性

胞子嚢が形成されることになるが，後者の場合は雄性胞子嚢を生ずるのは雄性

糸状体 maleplantではない(暖雄体 dwarfmaleが雄性糸状体 maleplant 

である〉。

これらについて従来の記載を検討してみても組合部porangialvegetative 

filament; andr田 .poricfi加問ntのような書き方がしてあって端的な術語は見

当らない。

そこで異株雄性胞子性の場合に，雄性胞子嚢を生ずる糸状体を雄性胞子体

-15 -
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androsporophyte と称することにしたU、。同株雄性胞子性については雌性糸状

体 femaleplantでよいと思う。

次にサヤミドロ属では卵細胞と精子の受精によって生じた卵胞子∞spo陀

=接合子 zygoteから 4つの器産走細胞が発生し，その各々が普通の糸状体と

して発達することが知られている。この瀞走細胞についても単に swarmer，

zoospote， tetrad等の語が当てられているにすぎなU、。これについて swarmer

揖走細胞， tetrad四分子等は広義にすぎるし z∞spo陀滋走子では普通の糸

状体細胞内に形成されるものと区別がつかなくなるので，卵胞子∞spore か

ら生ずる瀞走細胞 swarmerが普通の僻走子と形態的，機能的な形質は全く同

じであるが，唯，大きさが小型である事だけが異なる点を考慮に入れて micro-

zoospore小務走子と称することを考えている。〕

R白ume

Oedo/I4仰 iumcatillare， Oe. cymatostorum， Oe. decitiens， Oe. lae-

tevirens， Oe. monile， Oe. nodulosum， Oe. tlatygynum， Oe. Pringsheimii， 

Oe. uleanum and Oe. wollea伽 m are newly recorded to J apan from the 

various localities. 

Somediagnoses for the originals are given as follows. 

(1) Oedogonium laetevirens: Idioandrosporous; terminal cell obtuse， basal 

田Ilelongate; andr，ωporangium 1-2， scattered， 9-12 x 8-13μantheri-

dium 1-2(3); sperm 2， division horizontal. (Pl. 2， f. 9-14) 

(2) Oe. monile: Gynandrosporous; androsporangium 1-4， subepigynous， 6-
10 x 5-15μ. (Pl. 2， f. 4-8) 

(3) Oe. uleanum: Dioecious， nannandrous， gynandrosporous? dwarf male 

unicellular， oblong-el1ipsoid， on the oogonium， 4-5 x 7-8μ. (Pl. 2， f. 

15-19) 
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Explanation of Plat回

Pl. 1. 

1， 3-4. Oedogonium ca，がllare.

2. Oe. caがllaref. stagnale. 

ら6.Oe. dedρiens. 

7. Oe. pringsheimti. 

8-10. Oe. wolleanum. 

(all figs. ca. X 300; s・・・組合'Os卯rangium，n…nannandria) 

Pl. 2. 

1-2.仇 bogoniumtlatygy脚 m

3. Oe. cymatos，ρorum. 

4-8. Oe. monile. (6…showing gynandrosporous ~ηJe) 

9-14. Oe. laetevirens. (13日・antheridiumwith 2 s戸 rmsdivid凶 hor凶 ntally;14… 

組合ω:porophyte，show泊gidioandrosporous type) 

15-19. Oe. uleanum. (15 & 17 showing nannandrous and gynandrosporous type) 

20-23. Oe. nodulosum. 

17 

(figs. 2 and 19. ca. xω0; other figs.， ca. X 300. a…佃theridia，s・'.andro・

sporangia， n…nannandria. figs. 8， 10 & 20…terminal句lIs.figs. 11 & 21…加銅l

alls) 

Pl. 3. 

1-2. Oedogonium cymatosporum. 

3-4. Oe. decipiens. 

5-6. Oe. catil/are. 

7-8. Oe. monile. 

9-10. Oe. wolleanum. 

11-12. Oe. platygynum. 

13. Oe. uleanum. 

14-16. Oe. noぬlosum.

17-20. Oe. laetevirens. 

21. Oe. pring冨'heimii.
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Plate 1 
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